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一般的に定義されているSOAとは

ポイント

SOA

 

技術とは、「サービスの組合せ」でシステムを構築すること
・　アーキテクチャとして　(分散処理、業務の部品化)
・　アプローチとして　　　

 

(業務プロセスの可視化、サービスの再利用)

■サービスとは？
・外部から標準化された手順によって呼び出せる
　一連のソフトウェア群（＝コンポーネント)
・単体で人間にとって意味のある単位の機能を有する
ソフトウェア群

与信
標準化されたインタフェース

一まとまりの機能単位

 

(サービス)

アプリケーション自体に他の

 
ソフトウェアとの連携機能を

 
持たせたものといえる

■組合せとは？
・業務に合せて必要なサービスを緩やかに結合すること
で柔軟なシステムを構築

・業務をサービスの集合としてとらえることで、プロセスの
可視化を実現

・サービスの部品化を進めることで、再利用を促進 在庫引当 出荷指示 在庫出庫

Enterprise Service Bus (ESB)

サービス同士は連携基盤

 
(ESB)経由で接続される。

「サービス」として分解された一連の業務処理を組合
せて、業務プロセス全体を構築する考え方がSOA

「サービス」として分解された一連の業務処理を組合
せて、業務プロセス全体を構築する考え方がSOA

ビジネスプロセスとサービス接続制御

１－１
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SOAにおけるサービスとコンポーネントの関係

システム機能コンポーネントシステム機能コンポーネント

ＡＰ開発のための共通部品
　例：案件登録/更新/削除、製品情報検索、

共通計算処理、帳票出力　etc

業務機能コンポーネント業務機能コンポーネント

業務処理を構成する最小単位
　例：見積依頼受付、見積回答作成、見積
　　　書出力、etc

ビジネスコンポーネントビジネスコンポーネント

一つのまとまった業務処理
　例：見積り、受注、与信、輸出管理、etc

コンポ
１

コンポ
１

コンポ
２

コンポ
２

コンポ
３

コンポ
３

コンポ
４

コンポ
４

コンポ
５

コンポ
５

サービス
Ａ

サービス
Ａ

複合サービス

◎→□→□→□→●
プロセス連携

◎→□→□→□→●
プロセス連携

サービス
Ｂ

サービス
Ｂ

サービス
Ｃ

サービス
Ｃ

サービス
リクエスタ

サービス
リクエスタ

→
データ連携

→
データ連携

※　複合サービスの幾つかを更に連携させるビジネスプロセス

も存在する

※　レガシーＡＰも一つのサービスであり、対象のサービス単位

　　はそのＡＰのI/Fと考えることが出来る

１－２
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業務機能とシステム機能コンポーネントの事例

システム機能Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ

Excel入出力帳票 SVF生成 CSV入出力

文字列変換
フォーマット/

コード
ファイル

(ZIP)

認証認証 ロール管理

EBS連携

DB
制御

ストアード
プロシジャ管理

連結情報
アクセス

データ
アクセス

ログ出力ｼｽﾃﾑ

 管理

メッセージ
出力

データ
集配信

操作
ファイル

アップロード/
ダウンロード

メール送信

採番管理業務
カレンダー

管理
共通計算

管理

入庫

棚卸

出庫

業務機能Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ

出荷指示

受注受付

与信

売上計上

在庫引当

検収 ・・・

・・・

１－３
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SOAとコンポーネント化の事例(サービス組立)

基幹基幹

ビジネスビジネス

 プロセスプロセス

SOASOA

ビジネスビジネス

 プロセスプロセス

顧客Ａ顧客Ａ

サービスサービス

顧客Ｂ顧客Ｂ

サービスサービス

EDI受信 データ組立 運賃計算 送品状作成

・　・　・

・・・

共通クラス

例外クラス1

例外クラス2

送品状作成
コンポーネント2

共通クラス

共通クラス

受付 出荷指示 出荷

パラメタa

パラメタb

データ組立
コンポーネント

運賃計算コンポーネント 送品状作成
コンポーネント1

共通クラス

１－４



© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.

SOAとコンポーネント化
 

(適合性事例)

業　務　処　理
SOA

適合性

コンポー

 

ネント化

のメリット
備　考

トランザクション系

共通処理 ○ ○

　コンポーネント化を行なうことでパラメタ駆動によ

 
る処理が可能な部分が多い。

　さらに、顧客ごとに異なる処理を組み合わせる部

 
分があるため、コンポーネント化を行い、サービス

 
という単位で組み換えを行なうことで、これらの対

 
応が容易になる。

トランザクション系

個別処理
× ×

　個別部分はコンポーネント化しても、他からの流

 
用が無いため、効果が望めない。

照会系処理 △ ○

　コンポーネントのデータアクセス部分は全て共用

 
可能。情報などを公開することを考えると、アクセ

 
ス権に応じたサービスの組み換えが必要となり、こ

 
れらに対応可能。

印刷系処理 ○ ○

　コンポーネントの共用は全面的に可能。

　サービスという側面で考えると、どういった印刷を

 
するかを判断し、組み立てる構造にできるため、こ

 
の部分でのメリットがある。

マスタメンテナンス × ○

　データアクセス部分は全て共用可能。

　メンテナンス系は使用者が限られ、サービスとし

 
て組み替えるニーズは少ないはずであり、SOAとし

 
ての適合は対象外。

１－５
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SOAとコンポーネント化の事例(サービス組替え)

AsIsAsIs

ビジネスビジネス

 プロセスプロセス

AsIsAsIs

サービスサービス

 構成構成

ToBeToBe

ビジネスビジネス

 プロセスプロセス

ToBeToBe

サービスサービス

 構成構成

・・・

受注 出荷指示 出荷輸出審査 出荷止め

・・・

受注 出荷指示 出荷輸出審査 出荷止め

受注受付
コンポーネント

輸出審査
コンポーネント

出荷止め管理
コンポーネント

輸出審査
コンポーネント

出荷止め管理
コンポーネント

受注受付
コンポーネント

・・・

・・・

１－６
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SOAにおける設計アプローチ

サービス
Ａ

サービス
Ａ

サービス
Ｂ

サービス
Ｂ

サービス
Ｃ

サービス
Ｃ

・・・

ビジネスプロセス

受注
受注受付

在庫引当

製造手配

出荷指示

与信

見積

顧客 受注係

受注を処理する注文する

BPEL実装

ビジネスプロセスモデリング

コンポーネントベースモデリング

Java .NET
　などでの実装

コンポーネント

ビジネスプロセス設計

サービス設計
(コンポーネント設計)

１－７
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参画プロジェクトでの反省

　・ＵＭＬ（クラス図のみ）

　・Ｊａｖａ

適用技術

　　

　自社ＣＲＭシステム　２００１年

対象システム年

　

　・ＭＶＣフレームワーク

　　

　　

・コンポーネント適用

　反省点 もっと抜本的に低減できないのか？
コンポーネント化はうまくいったのか？

　反省点 保守性：プログラム構造がバラバラ
生産性：開発効率が従来と比べ、それほど上がらない

　　保守性：プログラム構造の統一が可能
　　生産性：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　設計工程　　　　　

 

→　３割減
　　　　　　コーディング工程　→　１割減
　　　　　　テスト工程　　　　　→　２割減

　

　・Ｊａｖａ

適用技術

　　

　他社（製造業）ＳＣＭシステム　１９９９年～

対象システム年

・ＵＭＬ（クラス図のみ）２０００年

２－１
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プロジェクトでの適用コンポーネント検証

ＭＶＣフレームワーク提供の適用コンポーネント

開発コンポーネント（代表例）

　定義条件に基づき、ユーザの入力内容をチェック。

内容

　

　入力チェック

提供コンポーネント

　拡張ＨＴＭＬで記述されたテンプレートファイルで動的画面生成

　ＲＤＢをオブジェクトベースでアクセスする。　

　入力画面における文字サイズ、数字項目のチェックなどに利用

　ＲＤＢアクセス

　ＨＴＭＬテンプレート

ＷｅｂＡＰに対し、ローカルファイルのアップロード・ダウンロード、

業務用ロジックへのファイルインタフェースの提供

　ファイル操作

リストボックスへの外部パラメタからのデータ展開　リストボックス展開

コード変換、日付変換など業務ＡＰ開発に必要な操作の提供　入力データ変換

ｃＰｅｒｓｉｓｔｅｎｃｅのＨｉＲＤＢアクセスラッパ　ＨｉＲＤＢアクセス

ディレクトリサーバ（ＬＤＡＰ）からのユーザ照会と情報取得　ユーザ認証

システム機能的な
コンポーネントが中心

内容開発コンポーネント

２－２
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プロジェクトでの開発プロセス検証

外部仕様外部仕様 設計設計 開発開発 運用テスト運用テスト総合テスト総合テスト

共通化可能部分のピックアップ　

共通化部分の処理方式決定

ＭＶＣフレームワーク提供コンポーネント適用部分の決定

全体のクラス設計

設計におけるポイント設計におけるポイント

●業務寄りのコンポーネント
　　の見出しが不十分

反省

●業務分析からのモデリング
　　が必要

フレームワーク
に沿った物作り

フレームワーク
に沿ったテスト

２－３
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コンポーネント化対象エリアの検討

共通
コンポー

 
ネント 変換

…チェック 承認

保管検索

編集

表示

認証

引当 入庫

出庫

受注

与信

業務
フレーム

（機能組立て） シナリオコントロール

…
パッケージ

ポータル …ビジネス
プロセス
間接続

システム
フレーム

（業務組立て）

　
共通

ライブラリ　
　

属性情報

制御情報

…業務マスタ

ビジネスプロセス

原価管理 在庫管理 案件管理 物流

資材調達 販売管理 経費処理

…
市場情報 顧客管理 工程管理

経理システム 顧客支援システム

…サプライチェーン支援システム 営業支援システム

…検索 編集 表示 認証 引当 与信

変換 チェック 承認 保管 入庫 出庫 受注

ルール 処理情報 制御情報

経営

共通情報共通情報

機能要素機能要素

システムシステム

業務要素業務要素

２－４
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コンポーネントの粒度

認証

・
・
・

入庫

棚卸

引当

出庫

在庫管理 生産管理

購買管理

登録

情報取得

Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ
業務機能

Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ
システム機能

検収

請求

回収

出荷

出荷指示

受注

与信

売上計上

販売管理

在庫引当

２－５
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モデリングとは

モデリングとは

情報システムなどの開発において
複雑な構造を抽象化し、単純化したもの

モデルを作ること

モデルとは

システム要件の分析

例

ソースコード

モデリングの対象となる
実態そのもの

「どう」作るべきか

を考えること

「何」を作るべきか

考えること

システムの設計

モデル

フローチャートのように
視覚的に表現された
図形の集まり

２－６
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MDAとUML

ＭＤＡ（Ｍｏｄｅｌ－Ｄｒｉｖｅｎ

 
Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）：

モデル駆動型アーキテクチャ

ＵＭＬ（Ｕｎｉｆｉｅｄ

 
Ｍｏｄｅｌｉｎｇ

 
Ｌａｎｇｕａｇｅ）：

統一モデリング言語

モデリング主導のシステム開発を実現する
参照アーキテクチャ

ＯＭＧ*　（国際標準化団体）が普及活動中

分析／モデリングの際に利用する「言語」

１９９７年にＯＭＧが標準化

＊OMG（Object Management Group）：
　　　オブジェクト指向技術の標準化、普及をすすめるため、1989年に設立された標準化団体

２－７
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MDAによる開発アプローチ

ＰＳＭ

ビジネスプロセス
ビジネスエンティティ
ビジネスイベント
ビジネスルール

ＣＩＭ・ＰＩＭ

　業務モデルとＩＴモデルを分離し、それぞれ独立したモデルで
　定義し、プラットフォーム決定時、業務モデルを設計モデルにマッピングする体系。

Ｊ２ＥＥ

.ＮＥＴ

・
・
・

ＭＤＡ（Ｍｏｄｅｌ－Ｄｒｉｖｅｎ

 
Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）

アーキテクチャ

プログラムソース分析モデル マッピングルール 設計モデル

実装技術

ＣＩＭ（Ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎ－Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ

 

Ｍｏｄｅｌ）
ＰＩＭ（Ｐｌａｔｆｏｒｍ－Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ

 

Ｍｏｄｅｌ）
実装技術やプラットフォームに依存しないモデル
（ビジネスロジック）

ＰＳＭ（Ｐｌａｔｆｏｒｍ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ

 

Ｍｏｄｅｌ）
特定の実装技術やプラットフォームに依存したモデル

ＰＩＭの情報を特定のミドルウェア上に
どのようにマッピングするかを
定義したもの

２－８
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UMLの種類(UML2.0の例)

ＵＭＬ種別 概　　　　　　要

アクティビティ図 業務フローなどアクションの実行の流れを表現できる

ユースケース図 アクター(システム外のユーザや他のシステムなど)との間での

外部アクションとその関係を表現できる

クラス図 クラス(型)が持つ属性と、その操作の関係を表現できる

オブジェクト図 クラス図を導き出すための補助的なものであり、クラス図と異なるの

 はインスタンス(クラスからの生成物)を表現する

ステートマシン図 特にクラスの中で状態がある場合、その状態遷移を表現する

シーケンス図 複数のオブジェクト間のメッセージの流れを時間軸中心で表現できる

パッケージ図 クラスなどをグルーピングして表現できる

複合構造図 全体－部分構造をもつクラスの実行時の構造を示す

コミュニケーション図 インスタンス間の相互作用を構造中心に表現する

インタラクション・

　　　　オーバービュー図

条件によって異なる動作をするシーケンス図を、アクティビティー図の

 中に含めることで表現する

タイミング図 インスタンス間の状態遷移や相互作用を時間制約付きで表現する

コンポーネント図 実装コンポーネントとその関係を表現できる

配置図 ハードウェアとその間の関係を表現できる

２－９
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コンポーネントベースモデリングの特徴

膨大なユースケース 膨大なクラスと複雑な関連 コンポーネントの
切り出しが困難
になる

モデリングの段階から
システム化範囲を分割

複数のシンプルなクラス図
コ
ン
ポ

 ー

 ネ

 ン
ト

 ベ
ー

 ス

一
般
的
な
手
法

２－10
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コンポーネントベースモデリングの全体像

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
非
依
存

ア
ー
ク
テ
ク
チ
ャ
・

　
　

非
機
能
要
件

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
依
存

シ
ス
テ
ム
要
件

業
務
要
件

業
務
分
析

要
求
分
析
・

シ
ス
テ
ム
分
析

シ
ス
テ
ム
設
計

実装

外部インタフェース

ビジネスインタフェース
顧客 受注係

受注を処理する注文する

内部での構造と振る舞い
ビジネスモデル

受注
受注受付

在庫引当

製造手配

出荷指示

与信

見積

ユースケース(要求機能)

受注係 与信依頼を行う 与信管理システム

分析オブジェクトモデル

ユーザインタフェース 設計オブジェクトモデル

ユーザ操作 プラットフォーム実装モデル

顧客グループ

・顧客グループコード
・顧客グループ名

顧客

・顧客コード
・顧客名

１　１..＊

顧客所在地

・事業所名
・事業所郵便番号
・事業所住所
・事業所ＴＥＬ

１
１..＊

１：顧客を検索する（検索条件）

２：顧客情報：＝顧客情報を取得する（）

３：顧客情報：＝顧客情報を取得する（）

調査係

Presentaion
画面

Domain
処理

DataSource
顧客

アーキテクチャ依存フェーズ

情報システム化フェーズ

アーキテクチャ適用

ビジネスフェーズ

ビジネス要件

プラットフォーム依存フェーズ

プラットフォーム適用

２－11
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コンポーネントベースモデリング開発プロセス
要件定義

①
開
発
対
象
業
務
の
整
理

②
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
図

③
シ
ス
テ
ム
化
範
囲
の
決
定

④
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
図

⑤
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
シ
ナ
リ
オ

⑥
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
外
部
仕
様
図

⑦
分
析
ク
ラ
ス
図

⑧
論
理
デ
ー
タ
モ
デ
ル

⑨
分
析
シ
ー
ケ
ン
ス
図

⑩
ス
テ
ー
ト
マ
シ
ン
図

⑪
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
仕
様
図

⑫
論
理
ク
ラ
ス
図

⑬
論
理
シ
ー
ケ
ン
ス
図

⑭
リ
ク
エ
ス
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ

⑮
Ｄ
Ｂ
マ
ッ
ピ
ン
グ

業務分析(ＣＩＭ) 要求分析(ＰＩＭ) システム分析(ＰＩＭ) 論理設計(ＰＳＭ) 実装・テスト

非機能要件定義

用語辞書の作成、メンテナンス

アーキテクチャ設計

画面／帳票設計

ＤＢ設計

⑯
実
装
ク
ラ
ス
図

⑲
テ
ス
ト
仕
様

⑰
実
装
シ
ー
ケ
ン
ス
図

⑳
単
体
テ
ス
ト

⑱
実
装

連
動
テ
ス
ト

21

イテレーション

情報システム部門（上流設計者） 上流設計者、実装者 実装者

業務主管部門等
参画部署

基本設計 詳細設計 実装◆ ◆ ◆ ◆ ◆

２－12
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開発プロセス関連図Ｃ
Ｉ
Ｍ

Ｐ
Ｉ
Ｍ

Ｐ
Ｓ
Ｍ

業
務
分
析

要
求
分
析

シ
ス
テ
ム

設
計

実
装

テ
ス
ト

③システム化
　範囲の決定
【※アクティビティ図】

④要求機能分析
【ユースケース図】

①開発対象業務の整理 ②ビジネスプロセス分析
【アクティビティ図】

⑤要求機能詳細分析
【ユースケースシナリオ】

⑪コンポーネント
仕様分析

【※コンポーネント仕様図】

【画面モックアップ】

⑩オブジェクト
状態遷移分析

【 (ステートマシン図) 】

⑧システム全体
　

 

情報分析
【※論理データ
モデル】

シ
ス
テ
ム
分
析

⑨コンポーネント
　

 

内部振舞分析
【分析シーケンス図】

⑥コンポーネント
　

 

外部仕様分析
　　【コンポーネント
　　　　外部仕様図】

実装アーキテクチャの決定

⑦コンポーネント
　

 

内部情報分析
【分析クラス図】

【※⑬論理シーケンス図】 ⑭リクエストマッピング
【画面仕様書など】

⑮DBマッピング
【ＥＲ図など】

【※⑯実装クラス図】 【※⑰実装シーケンス図】 ⑱実　装

【※⑫論理クラス図】

【⑲テスト仕様書】 ⑳単体テスト 連動テスト21

凡例　　( )：オプションのドキュメント
　　　　　※：上位ドキュメントの洗練化版
　　　　　　　

 

または派生物

ビジネス
コンポーネントモデル
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開発対象業務の整理とアクティビティ図

在庫あり

在庫なし

製造手配を行う

与信NG

顧客 受注係 調査係 在庫管理係

与信を行う信用調査を依頼する注文を依頼する

与信OK

受注登録を行う

在庫を確認する

出荷を指示する

与信

出荷指示

受注受付

製造手配

在庫引当

受注

ロール　(アクティビティ図)
アクター(ユースケース図) 顧客 受注係 調査係 在庫管理係

３－１



© Hitachi, Ltd. 2008. All rights reserved.

開発対象業務の整理とアクティビティ図(階層)

受注係 調査係

NG

OK

新規顧客

既存顧客

NG

OK

信用調査を依頼する

信用調査を行う

顧客情報と与信限度額を登録する

与信限度額をチェックする

与信結果を連絡する

注文をキャンセルする

与信限度チェック

信用調査

与信限度額登録

顧客情報登録

与信結果連絡

与信

受注

３－２
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システム化対象範囲の決定

与信

与信限度チェック

信用調査

与信限度額登録

顧客情報登録

与信結果連絡

受注係 調査係

NG

OK

新規顧客

既存顧客

NG

OK

信用調査を依頼する

信用調査を行う

顧客情報と与信限度額を登録する

与信限度額をチェックする

与信結果を連絡する

注文をキャンセルする

システム化対象範囲

与信限度チェック

与信限度額登録

顧客情報登録

受注

３－３
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ユースケース図

与信管理コンポーネント

調査係

顧客を検索する

顧客を登録・更新する

与信限度額を登録・更新する

与信限度額をチェックする

アクター(アクティビティ図でのロール)

与信

与信限度チェック

信用調査

与信限度額登録

顧客情報登録

与信結果連絡

受注

３－４
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ユースケース図(コンポーネント導出)

与信管理コンポーネント

顧客を登録・更新する

与信限度額を登録・更新する

与信限度額をチェックする

顧客を検索する

ユースケースでの共通事項を見出し、
必要があればコンポーネント分割を行う

調査係

顧客管理コンポーネント

与信管理コンポーネント

顧客を検索する

顧客を登録・更新する

与信限度額を登録・更新する

与信限度額をチェックする

調査係

３－５
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ユースケースシナリオ

顧客管理コンポーネント

顧客を検索する

顧客を登録・更新する

ユースケース図

シナリオはユースケース単位

シナリオ記述テンプレートなどを用意

調査係

３－６
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分析クラス図

住所

TEL

顧客Gr

顧客名

顧客情報

検索

検索

登録 削除

ユースケースシナリオ 画面モックアップ

1 1..*

1

1..*

分析クラス図

顧客グループ

・顧客グループコード
・顧客グループ名

顧客所在地

・事業所名
・事業所郵便番号
・事業所住所
・事業所TEL

顧客

・顧客コード
・顧客名

ＤＢ設計へ

論理データモデル

1 1
与信

・与信限度額

３－７
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分析シーケンス図

《

 

Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ

 

》
画面

《 Ｄｏｍａｉｎ 》
処理

《 ＤａｔａＳｏｕｒｃｅ 》
顧客

１

 

: 顧客を検索する(検索条件)

２

 

: 顧客情報：

 

＝

 

顧客情報を取得する( )

３

 

: 顧客情報：

 

＝

 

顧客情報を取得する( )

機能機能 情報情報

ユースケース単位
(アクション)

《　》：ステレオタイプ
___ ：オブジェクト

調査係

３－８
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コンポーネント仕様図(パッケージ図)

顧客を検索する(　)：顧客情報
顧客を登録・更新する(顧客情報)

顧客管理コンポーネント

1 1..*

1

1..*

顧客グループ

・顧客グループコード
・顧客グループ名

顧客所在地

・事業所名
・事業所郵便番号
・事業所住所
・事業所TEL

顧客

・顧客コード
・顧客名

コンポーネント仕様

・顧客グループコード
・顧客グループ名

・顧客コード
・顧客名

・事業所名
・事業所郵便番号
・事業所住所
・事業所TEL

1 1..*

1

1..*

顧客を検索する

顧客を登録・更新する

調査係

分析クラス図(内部仕様)

ユースケース図(外部仕様)

顧客グループ 顧客

顧客所在地

顧客管理コンポーネント

３－９
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コンポーネント構成仕様書３－10

業務機能コンポーネント
レベルのシナリオ

システム機能コンポーネント

 レベルのシナリオ

Ｅｘｃｅｌの計算機能による
自動計算

Ｅｘｃｅｌの計算機能による
自動計算
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システム開発における共通処理機能の重複

見積コンポーネント(業務機能)

顧客要求納期
を入力する

見積書を入力する

見積採番する

見積登録する

エラーMSGを出力する

ログを出力する

カレンダーを取得する

受注受付コンポーネント(業務機能)

請期回答する

受注を入力する

業務機能コンポーネント基本設計時、システム機能コンポーネント(共通)が
決まっていないと、重複して作りこんでしまう危険性が大きい

受注係

受注採番する

受注登録する

エラーMSGを出力する

ログを出力する

カレンダーを取得する

見積を取得する

４－１
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共通コンポーネントによる重複開発の回避

共通コンポーネント(システム機能)

採番管理

見積マスタデータアクセス

MSG出力管理

ログ出力管理

カレンダー管理

受注受付コンポーネント(業務機能)

請期回答する

受注を入力する

受注係

・・・

受注受付コンポーネント(業務機能)

顧客要求納期を入力する

見積書を入力する

見積係

受注マスタデータアクセス

業務機能コンポーネントの基本設計前にシステム機能
コンポーネント(共通)を設計しておき、それを元に設計する

４－２
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各種標準化・共通化の決定と工程での位置付け

標準開発プロセスの策定

・標準開発プロセス策定

・各種基準書の策定

・各種ドキュメントの策定

業務分析 要件定義 基本設計 詳細設計 実　装 　テスト

標準アーキテクチャ方針
の決定

・適用ハードウェア,OS,ミドル
　

 

ウェアなどの製品決定
・適用する開発言語・各種

　　支援ツールの決定
・適用するフレームワーク決定
・情報構造・アクセス方針決定　etc

標準処理方式設計

共通コンポーネント

・プロジェクト全体で利用可能な

　共通コンポーネント

使うことを

前提として設計

・フレームワーク　　　　・障害処理方式　

　

 

適用方式　　　　　　　

 

・システム間通信方式

　・セキュリティ方式　　

 

・認証方式

・データアクセス方式

 

・ログ出力方式

・帳票出力方式　

 

　etc

４－３
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プロジェクト推進体制の事例

BA：Business Architecture 

DA：Data Architecture 

AA：Application Architecture 

TA：Technology Architecture 

EA：Enterprize　Architecture

インフラ基盤計画

AP開発基盤計画

データ基盤計画

情報システムでの業務改善計画

チーム体制チーム体制 役　　　　　割役　　　　　割

標準化チーム
標準開発プロセスや各種基準、ドキュメントの標準化、各種アーキ

 テクチャ標準や共通処理方式方針などを決定する

共通コンポーネントチーム
特にシステム機能コンポーネントの提供と保守、管理、APチーム

 へのデザインレビューへの参画

共通マスタチーム 共通マスタの設計とデータアクセスコンポーネントの提供

運用管理チーム インフラ環境の構築と各種APの運用管理方式決定

AP開発チーム(複数) 各種APの開発

基本方針

４－４
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まとめ

コンポーネント化においては

業務分析からのモデリングが必要

そのための一貫した分析・開発プロセスと、開発支援などの統一が

 必要

MDAベースではモデルそのものの再利用化も可能となる

作成したコンポーネントを効率よく管理・運用するための体制と仕掛
けが必須

４－５
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